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■多様な専門的サービスを日本に
　セグラテクノロジーズは1985年の設立以来、積極的なM＆A
を通じて急成長を遂げてきた企業集団です。近年も2017年には
イギリスの工業デザイン企業のTechnicon Designや、2019年に
はGMの子会社だった旧OpelのR&D（研究開発）センター（テ
ストコース、実験設備含む）などを買収・組織統合し、幅広い分
野に及ぶ技術的ノウハウの蓄積を進めました。
　セグラジャパンは、親会社のこうした多様で専門的なサービス
を、日本の大手完成車メーカーをはじめ、その周辺各社並びに陸・
海・空にまたがる各種輸送用機器分野のお客様に提供することを
事業の柱に掲げています。

■専門分野のアウトソースをサポート
　従来、日本の自動車各社は自社グループ内に全ての機能を抱え、
一気通貫のビジネスモデルを基本としてきました。しかし自動車
産業がクルマの電動化など「100年に一度」の変革期を迎えて、
自社リソースの有効活用を図らねばならなくなり、その結果、専
門分野を中心にアウトソーシングも活発に行われるようになって
きています。
　このような変化を前に当社では、現在、世界的に定評のあるヨー
ロッパのデザイン力を世界9ヵ国のデザインスタジオから提供し
ているほか、ドイツ・フランクフルト近郊のテストコースを用い
た車両やパワートレインの開発・実験、自社のIT技術を活用して
データ上で“擦り合わせ開発”を行うバーチャルエンジニアリン
グ、さらには自動車とあらゆるモノを繋げる無線通信技術「V2X」
や新素材、AR（拡張現実）といった先端技術といったメニュー
を用意して、お客様のモノづくりを多面的にサポートしています。

■世界中のエキスパートが必要に応じて対応
　一連のサービスを、日本のお客様が求める場所で、求めるタイ
ミングで迅速に提供していくため、セグラジャパンはお客様の具
体的なウォンツ（要望）に対しては、当社の日本人技術者がワン
ストップの窓口となり、セグラテクノロジーズが世界各地の拠点
で働くエキスパートや蓄積した技術的ノウハウを迅速に紹介・提
供するというスタイルを採っています。
　例えば、デザイン面はフランスやイタリアの拠点を使い、エン
ジニアリングはドイツやオーストラリアで、CAD（コンピュー
タ支援設計）はインドで、といった適地適材の活用が可能になる
というわけです。
　日本のお客様が最も懸念されるであろう「言葉の問題」に関し
ては、国際環境のもとで自動車やエネルギー分野の製品開発を経
験したことがある日本人スタッフを複数名配置し、シームレスで
専門性に応えるコミュニケーション環境を用意していることも、
当社のもう一つの特徴と言えます。

■日本企業の競争力向上に貢献したい
　事業開始直後はコロナ禍に見舞われるという想定外もありまし
たが、ネット環境を活用したサービスにより多くの日本の顧客企
業向けに成果を上げ、お客様から喜ばれています。引き続き、首
都圏各地へのアクセスが便利な上にオフィスの賃料も東京よりも
安く、さらに多くのモノづくり企業が立地する横浜の地を対日ビ
ジネスの拠点として、日本企業の製品競争力の向上に貢献してい
きたいと考えています。
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　セグラジャパンは、フランス・パリ市郊外のナンテールに本社を構える大手エンジニアリング会社・セグラテクノ
ロジーズ傘下の日本法人です。親会社は自動車のほか、鉄道、船舶、航空宇宙、エネルギーといった主に工業向けの
デザインやエンジニアリングサービスを得意とするグローバル企業です。現在、約1万3000名のデザイナーや技術
者を擁し、世界31ヵ国・140拠点で事業を展開しています。当社は2019年4月、自動車産業が高度に集積する日本
での本格事業展開を目的に、横浜市に設立登記を行い、事業をスタートさせました。
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